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　町では､年2回(10月と3月)､家庭から出る有害ごみの収集を行っています｡家庭から出る有害ごみとは､乾電池､蛍光
管､鏡など､通常のごみとは異なる処理が必要なものです｡有害ごみの収集場所は､各区で決められていますので､お住
まいの地区の指定場所をご確認ください｡　動物の愛護と適正な飼養についての理解と関心を深めていただくため、

『動物の愛護及び管理に関する法律』では､9月20日から26日を｢動物愛護週
間｣と定めています｡
　動物(ペット)を迎え､正しく飼い､そして見送る｡飼い主の心構え次第で､
ペットの生涯は大きく変わります｡ペットを飼う前にも､飼ってからも､地域社
会の中でペットと長く幸せに暮らすために｢正しい飼い方のこと｣を考えてみ
ましょう｡

犬の飼い主が守るべきこと
～犬に多いトラブルを防ぐために～

▶ほえ声が迷惑にならないように注意しましょう｡
犬が頻繁にほえると､周囲の人にとっては迷惑になり
ます｡ほえる理由を見極めて､原因から対処することが
大切です｡しつけの本を読んだり､高齢による認知障害
の夜鳴きの場合は､獣医師に相談したりしましょう｡

▶ふん尿の始末を必ず行いましょう｡
ふんをしたら､必ず家まで持ち帰りましょう｡また､電
柱等にオシッコをしたら水で流すことが飼い主のマ
ナーです｡

▶ 屋外に犬を連れて行くときは､必ずリードをつけま
しょう｡
犬の行動を制御できる人がリードを持ちましょう｡普
段はおとなしい犬でも､リードを放してしまうと逃げ
たり､人にかみついたりすることがあります｡また､犬
を屋外に連れ出す場合は､時間帯や場所にも配慮しま
しょう｡

猫の飼い主が守るべきこと
～猫に多いトラブルを防ぐために～

▶室内で飼いましょう｡
猫は室内で飼い､交通事故や猫同士の争いによるケガ､
感染症等の危険から守りましょう｡ふん尿やごみを荒
らす､鳴き声がうるさいなど､猫による周囲の人への
迷惑をなくすことは､飼い主の責務です｡猫を自由に
放すことは､猫にとっても不幸なことになります｡

▶不妊･去勢手術をして飼いましょう｡
｢手術をするのはかわいそう｣などの理由で不妊･去勢
手術をしないでいると､飼い主の知らない間に子猫が
生まれることがあります｡猫は年2～4回の妊娠が可能

有害ごみを収集します！～動物は愛情と責任を持って飼いましょう～
9月20日～26日は動物愛護週間です！

乾電池 電球型蛍光管ボタン電池 丸型蛍光管 棒型蛍光管 鏡

生活環境エコタウン課( 581･2121内線221･222）

川北地区収集日　 10 月 13  日㈬

区 指定場所

市
街
地

本町 本町会館
中町 山喜屋南側集積所、中町会館
栄町 栄町会館
武町 武町会館
茅町 茅町会館
花町 花町会館

西
部

六供 六供公会堂、旧寄居保育所駐車場
常木 常木区民会館
菅原 菅原公会堂
本宿 本宿集会所
末野２ 竹原踏切横集積所
末野３ 末野集落センター
末野４ 末野集落センター
金尾 金尾公会堂
風布 風布区ごみ集積所

桜
沢

本村 本村公会堂
岩崎 岩崎公園不燃物収集所
中小前田 中小前田公会堂
山崎 桜沢コミュニティセンタ―前
南飯塚 南飯塚公会堂前
上組 上組公会堂

用
土

用土１ 用土１区公会堂、グリーンガーデン寄居寮・ホンダ
用土２ 農業ふれあいセンター
用土３ 用土３区公会堂
用土４ 用土４区公会堂
用土５ 用土５区公会堂東ごみ集積所
用土６ 用土６区公会堂
用土７ 町立用土集会所
用土８ 用土８区公会堂
用土９ 用土９区公会堂
用土１０ 用土１０区公会堂
用土１１ 用土１１区公会堂
用土１２ 用土１２区自治会館

川南地区収集日　 10 月 27  日㈬

区 指定場所

折
原

折原上郷 上郷公会堂
折原下郷 下郷集荷所
上平・下小路 上平・下小路公会堂
立原 立原公民館
秋山 秋山不燃物集積所
三品 立ツ板橋脇不燃物収集所
平倉 平倉公会堂
山居 山居公会堂
栃谷 栃谷公会堂
五ノ坪 中嶋鈑金前不燃物収集所

鉢
形

木持 木持公民館不燃物収集所
上の町 上の町公民館
内宿 内宿公民館
関山 関山歩道橋下不燃物収集所
上の原 上の原公民館
立ケ瀬 立ケ瀬区公民館
露梨子 露梨子公会堂
保田原 セントラルモ－タ－ス東不燃物収集所
小園 元蚕共同飼育所脇不燃物収集所
三ケ山 サイモクホーム脇不燃物収集所

男
衾

男衾下郷 下郷公会堂
塚越 塚越集落センタ―
伊勢原 伊勢原公会堂
谷津 谷津不燃物収集所
蔵田 蔵田不燃物収集所
中郷 中郷不燃物収集所
男衾上郷南 上郷南区公会堂、上郷南山沢地区集積所
男衾上郷北 上郷北区公会堂
赤浜 赤浜集会所
塚田 塚田集落センタ―
牟礼 中央ごみ集積所（字金井地内）
今市 今市区民会館（旧高蔵寺会館）
鷹ノ巣 鷹ノ巣不燃物収集所
西古里 西古里集会所

▶出し方(注意事項)
○種類ごとに分別し､それぞれ透明袋に入れてください｡
○ 蛍光管は箱やケースに入れず､透明袋に入れてください｡袋に入らない長さの棒型蛍光管はひもなどで両端を束ねて出してください

(ガムテープでは束ねないでください)｡
○電子体温計はボタン電池のみ収集します｡本体は｢不燃ごみ(資源)小型家電｣へ出してください｡
○白熱電球およびＬＥＤ電球は｢不燃ごみ(資源)ビン類｣へ出してください｡
○そのほか､各区のルールに従ってください｡

で､1回の出産で4～8匹生まれるといわれていますの
で､1年後には合計20匹以上に増えることもあります
（環境省パンフレット「もっと飼いたい？」より)｡責任
をもって世話ができる数なのかをよく考えましょう｡ま
た､不妊･去勢手術は､病気の予防やストレスの軽減の
ほか､オス同士の争いやマーキング行為の減少にもな
ります｡

▶無責任な餌やりはやめましょう。
野良猫によるふん尿等の苦情が増加しています｡無責
任な餌やりや置き餌は交通事故や感染症等の危険に
さらされる猫を増やし､近隣トラブルも引き起こしま
す｡餌を与えるならば､飼い猫として責任を持って飼
いましょう｡

ペットの災害対策　～平常時から災害への備え～

災害は突然起こります｡
いざというとき､一緒に
避難し､ペットの安全を
守るには､平常時からの
備えと心構えが最も大
切です｡災害に備えて次
のことを行いましょう｡

〇飼養ケージを固定するなどの人に準じた安全対策
〇家族や周囲の人たちとの災害に備えた話し合い
〇ペットの十分なしつけと健康管理
〇迷子札やマイクロチップなどの所有明示
〇ペット用の避難用品や備蓄品の準備

●犬についての相談　熊谷保健所( 048･523･2811)　●猫についての相談　県動物指導センター( 048･536･2465)
●その他　生活環境エコタウン課( 581･2121内線222)

行政インフォメーション  information 行政インフォメーション  information


